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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、マスト細胞の活性化と病態発現への関与について、亜種解析、難治性炎症疾患モデルを用

いた解析、アトピー性皮膚炎とうつ病との関連性解析などを通じて、その全容解明を試みるものである。 

いずれの研究項目も進捗が見られ、研究は順調である。特に、未熟児網膜症モデルでの、低酸素によ

り皮膚マスト細胞から放出されたトリプターゼが網膜に到達し、その刺激により血管新生から網膜症に

至る機序を示したことは大きな研究成果である。また、トリプターゼの特異的酵素活性測定法を開発し、

広く関連疾患やアレルギーのリスク診断に応用を試みている点も評価する。 

一方、上記研究成果は、本研究の応募時にある程度得られていたものであることから、今後、本研究

による更なる発展を期待する。 


